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町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
明
る
い
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
町
政
全
般

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
ソ
チ
五
輪
で
の
羽
生
結
弦

選
手
ら
日
本
選
手
団
の
活
躍
や
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
で
の
３
人
同
時
受
賞
な
ど
、
世
界
の
中
で

の
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
再
認
識
し
て

い
た
だ
い
た
年
と
言
え
ま
す
。

　
本
町
の
明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て
は
、
甲
佐

中
学
校
が
県
代
表
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会
に
初
出
場
し
、
見
事
に
準
優
勝
を

飾
っ
て
本
町
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
も
県
代
表
と
し
て
出
場
が
決
定
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
12
月

に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

与
党
の
圧
勝
に
よ
っ
て
国
政
の
舵
取
り
が
な
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
日
わ
が
国
で
は
、
選
挙
の
争
点
と
も
な
っ

た
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
の
デ
フ
レ

脱
却
や
消
費
税
増
税
問
題
、
女
性
の
社
会
進
出
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
地
方
創
生
、
安

全
保
障
、
震
災
か
ら
の
復
興
、
行
政
改
革
な
ど
、

数
多
く
の
政
策
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
解
決

に
向
け
た
諸
施
策
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
中
で
も
「
日
本
創
生
会
議
」
増
田
レ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
「
人
口
減
少
社
会
」
の

問
題
提
起
は
、
地
方
を
震
撼
さ
せ
る
懸
案
事
項

で
あ
り
、
２
０
４
０
年
に
は
学
校
や
社
会
保
障

や
公
共
交
通
が
も
は
や
成
り
立
た
な
い
と
い
う

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
本
町
も
含
ま
れ
て
お

り
、
今
後
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
は

喫
緊
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
今
年
は
町
政
運
営
２
期
目

の
最
終
年
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
が
「
甲
佐
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
心
か
ら
口
に
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
な
お
一
層
、
本
町
の
個
性
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
に
お
い
て
も
行
財
政
改
革
を

強
く
推
し
進
め
て
財
政
基
盤
を
さ
ら
に
強
化
し

つ
つ
、
職
員
一
体
と
な
っ
て
行
政
に
課
さ
れ
た

そ
の
役
割
を
再
認
識
し
な
が
ら
、「
甲
佐
町
第

６
次
総
合
計
画
」
を
基
盤
に
据
え
て
引
き
続
き

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
改
革
や
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
①
活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
②

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
③
健
康
と
人
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
、
④
協
働
で
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
の
４
つ
の
柱
を
基
本
と
し
た
33
項
目
の
政

策
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
今
年
も
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
若
者
を
中
心
と
し
た
「
定
住
促
進
」

を
進
め
る
た
め
の
「
子
育
て
支
援
」
の
さ
ら
な

る
拡
充
や
、
東
日
本
大
震
災
に
学
ん
だ
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
清
流
緑
川
」

を
抱
え
る
本
町
と
し
て
は
、
環
境
保
全
に
も
力

を
注
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
地
方
創
生
」
が
叫
ば
れ
自
治
体
の
地
域
間

競
争
が
激
化
す
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
た

な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
こ
れ
か
ら
も
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
気
を
引
き
締
め
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
大
き
な
期
待
に
応
え
る

た
め
に
も
町
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
共
に
汗
を

流
し
て
、
今
後
も
強
い
信
念
と
あ
ふ
れ
る
情
熱

で
「
甲
佐
町
再
生
・
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
町
民
の
皆
様
、
ま
た
議
会
の
皆

様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
支
援

の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し

い
良
き
１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
甲
佐
町
議
会

を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
新
た
な
期
待
と
希
望
を
も
っ

て
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
末
、
国
に
お
い
て
は
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
が
行
わ
れ
、
再
び
自
民
党
・
公
明
党
連
立

政
権
が
支
持
さ
れ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ

る
、
地
方
再
生
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
町
を
見
て
み
ま
す
と
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
長
引
く
景
気
低
迷
、
後
継
者
問
題
に

よ
っ
て
活
力
不
足
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の
疲
弊
な
ど
、
商
工
業
も
危

機
的
状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
の
振
興
や
緑
川
を

活
か
し
た
環
境
政
策
、
子
育
て
世
代
に
優
し
い

政
策
、
教
育
政
策
の
充
実
に
よ
る
甲
佐
の
魅
力

を
活
か
し
た
定
住
政
策
な
ど
の
取
り
組
み
に
期

待
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
町
執
行
部
と
と
も

に
「
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
」
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
本
年
２
月
に
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会

議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

の
負
託
を
受
け
た
新
し
い
議
員
に
よ
る
甲
佐
町

議
会
が
形
成
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
ご
指

導
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

学
校
教
育
を
は
じ
め
社
会
教
育
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
教
育
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
学
習
意
欲
の
低

下
、
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下
、
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
態
度
の
未
成
熟
、
職
業
観
・
勤
労
感
の

乏
し
さ
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
創
造

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
大
会
に

お
い
て
甲
佐
中
学
校
が
応
用
部
門
で
優
勝
し
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化

関
係
の
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
21
世
紀
を
担
う
甲
佐
っ
子
が
「
花
と
緑

と
鮎
の
町
」
と
表
現
さ
れ
る
甲
佐
の
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
、
そ
し
て
豊
か
な
人
材
を
生
か
し
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も
に
育
つ
よ
う
甲

佐
の
教
育
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が

そ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し

て
豊
か
な
社
会
体
験
や
自
然
体
験
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
、
す
な
わ
ち
「
生
き

る
力
」
を
は
ぐ
く
む
教
育
活
動
を
展
開
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
「
人
は
家
庭
で
育
ち
、
学
校
で
学
び
、

地
域
で
伸
び
る
」
の
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
の
教
育

機
関
、
社
会
教
育
団
体
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

商
工
会
、
郷
土
史
家
、
園
芸
農
家
、
お
年
寄
り

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な

体
験
活
動
を
提
供
し
、「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ

く
む
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
心
豊
か
に
健
や
か
に
子
ど
も
た

ち
が
成
長
す
る
よ
う
町
部
局
と
一
体
と
な
っ
て

甲
佐
の
教
育
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
活
力
あ
る

　
　
町
づ
く
り
へ
の
決
意
と
実
行
を

甲佐町長　奥名 克美

新年のご挨拶

人は家庭で育ち
　　学校で学び
　　　　地域で伸びる

甲佐町議会議長

甲佐町教育長

本田 　新

赤星 眞照

平成27年 年頭あいさつ 平成27年 年頭あいさつ



一
般
の
部
は
寺
田
、
国
際
の

部
は
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
に
栄
冠

　
12
月
７
日
（
日
）
第
39
回
熊
本

甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
、
熊
本
陸
上
競
技
協
会
、
熊

本
日
日
新
聞
社
、
熊
本
バ
ス
株
式

会
社
が
主
催
。
町
役
場
前
を
発
着

点
と
す
る
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

で
実
施
。
５
部
門
に
６
９
５
競
技

者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
正
午
の
天
候
は

晴
れ
、
気
温
11
・
５
度
、
湿
度
43

㌫
、
北
西
の
風
１
・
０
㍍
。

　
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部
は
、

残
り
１
０
０
㍍
で
寺
田
夏
生
（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
）
が
ス
パ
ー
ト
勝
負
で

競
り
勝
ち
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
国
際
競
技
者
の
部
は
、
折
返

地
点
の
手
前
で
カ
レ
ミ
・
ズ
ク

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
）
が
先
頭
集

団
か
ら
飛
び
出
し
独
走
し
ま
し
た
。

　
高
校
男
子
10
㌔
の
部
は
、
村
上

将
真
（
開
新
）、
中
学
男
子
５
㌔

の
部
は
田
尻
悠
成
（
不
知
火
）、

女
子
５
㌔
の
部
は
一
山
麻
緒
（
出

水
中
央
高
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
新
人
賞
は
一
般
の
部
優
勝
の
寺

田
、
敢
闘
賞
は
同
３
位
の
梶
原
有

高
（
プ
レ
ス
工
業
）
と
高
校
男
子

部
優
勝
の
村
上
が
獲
得
。
女
子
敢

闘
賞
は
中
学
１
～
３
位
に
与
え
ら

れ
、
枝
尾
祐
希
（
清
和
）、
飯
沼

こ
こ
ろ
（
小
国
陸
上
ク
）、
飯
田

怜
（
甲
佐
・
仁
田
子
区
）
が
受
賞
。

本
町
出
身
者
が
対
象
の
地
元
競
技

者
賞
は
、
中
学
男
子
の
部
の
戸
髙

茉
央
亜
（
甲
佐
・
有
安
区
）、
高

校
男
子
の
部
の
梅
本
龍
太
（
熊
本

工
・
和
田
内
区
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

❖
大
会
結
果

❖
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部

❶
寺
田
夏
生
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
46

分
33
秒
❷
小
西
祐
也
（
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
）
46
分
35
秒
❸
梶
原
有

高
（
プ
レ
ス
工
業
）
46
分
36
秒
　

❖
10
マ
イ
ル
国
際
競
技
者
の
部

❶
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
（
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
）
45
分
51
秒
❷
ア
レ
ッ
ク

ス
・
ム
ワ
ン
ギ
（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
）
46
分

45
秒
❸
タ
イ
タ
ス
・
ワ
ロ
ル
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
）
48
分
35
秒

❖
高
校
男
子
10
㌔
の
部

❶
村
上
将
真
（
開
新
）
30
分
17
秒

❷
吉
武
佑
真
（
鳥
栖
工
）
30
分
19

秒
❸
齋
藤
拓
海
（
宮
崎
日
大
）
30

分
19
秒

❖
中
学
男
子
５
㌔
の
部

❶
田
尻
悠
成
（
不
知
火
）
15
分
40

秒
❷
奥
村
辰
徳
（
同
）
15
分
41
秒

❸
山
下
龍
一
郎
（
宇
土
鶴
城
）
15

分
49
秒

❖
女
子
５
㌔
の
部

❶
一
山
麻
緒
（
出
水
中
央
高
）
16

分
26
秒
❷
中
村
祐
希
（
宮
崎
銀

行
）
16
分
26
秒
❸
新
地
楓
（
同
）

16
分
52
秒

◆写真右・熊本甲佐10マイル公認ロードレー

ス大会のスタート直後。10マイル一般競

技者の部と国際競技者の部は同時スタート

◆写真左上・２㌔地点での先頭集団

◆写真左中・女子の部５㌔の部の1.5㌔地点

◆写真左下・各部門の優勝者（前列左から中

学、高校、一般、国際、女子）と各賞受賞

者（後列左から敢闘賞、地元競技者賞、女

子敢闘賞）

◆ 第39回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会 39th Kumamoto Kosa 10miles Roadrace

駆けぬける風
第39回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会

12月７日（日）町役場発着・日本陸連公認コース

駆けぬける風
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11
月
15
日
（
土
）
熊
本
市
で
第
93

回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
県
大

会
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
江
藤
栄
起
選

手
（
下
横
田
区
・
秀
岳
館
３
年
）
が

所
属
す
る
秀
岳
館
高
が
44
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
同
選
手
は
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ダ
ー
と
し
て
出
場
。
体
を
張
っ
た

堅
い
守
り
で
、
対
戦
相
手
の
東
海
大

星
翔
高
の
攻
撃
を
１
失
点
に
食
い
止

め
ま
し
た
。
試
合
は
、
延
長
後
半
の

終
了
間
際
に
勝
ち
越
し
点
を
決
め
て
、

２
対
１
で
勝
利
。
12
月
30
日
（
水
）

か
ら
千
葉
県
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
第

93
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
に

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
江
藤
選
手
の
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　11月30日（日）宮内地区社会教育センター

で、甲佐宮内冬のグラウンドバザールが開催

されました。

　同バザールは、同実行委員会（境国嗣会長）

が主催。地域間交流を図るイベントとして、

旧宮内小学校の校庭や校舎を利用して実施。

　地元の特産品や手作り品、服や雑貨などの

約36店舗が出店。つきたてのもちやぜんざ

いの販売なども行われ、冬の宮内の情緒あふ

れる会場は約800人の来場者でにぎわいまし

た。

　12月７日（日）第39回甲佐ロードレース大会が

開催されました。

　同大会は、町教育委員会、甲佐町体育協会、甲

佐町陸上競技協会が主催。町内の小・中学生を対

象として、町生涯学習センター前を発着点とする

２㌔コースで実施。全４部門に106人が出場し力

走を見せました。

●大会入賞者（敬称略）

【小学男子の部】①重永泰希（白旗小５年・北早川

区）７分12秒②中川一樹（同小４年・糸田区）７分

12秒③佐藤公亮（龍野小５年・下横田区）７分32秒

【中学男子の部】①井上拓実（２年・小鹿区）６分

49秒②藤本裕人（２年・岩下２区）６分51秒③弓

削律希（１年・横田区）６分52秒

【小学女子の部】①田上美悠（龍野小５年・中横田

区）７分44秒②吉永聖羅（白旗小６年・八丁区）７

分59秒③弓削楓音（甲佐小６年・横田区）８分１秒

【中学女子の部】①大瀧萌衣（１年・上早川２区）

７分53秒②田上凛（１年・横田区）７分54秒③小

永佳乃（２年・下豊内区）７分58秒

地区の魅力を案内板でＰＲ
上豊内区「ふるさと再発見地図づくり」

堅い守りで全国大会出場
江藤栄起選手（下横田区・秀岳館高３年）

活気あふれるマーケット
甲佐宮内冬のグラウンドバザールを開催

▼「やな場」などに設置された案内看板で史跡などを写真付きで紹介

▲宮内地区社会教育センターの校庭や校舎に出そろった店舗

▼

全
国
大
会
で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
江
藤
選
手

　
12
月
６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
創
造

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
九

州
地
区
中
学
生
大
会
で
、
甲
佐
中
学

校
（
加
藤
敬
之
校
長
２
５
７
人
）
の

チ
ー
ム
が
出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。

　
佐
野
悠
斗
く
ん
（
３
年
・
北
早
川

区
）、
野
口
拓
哉
く
ん
（
３
年
・
中

早
川
区
）、
宮
㟢
遥
己
く
ん
（
３
年
・

上
早
川
１
区
）、
石
原
桜
さ
ん
（
１

年
・
津
志
田
区
）、
宮
㟢
瞬
く
ん

（
２
年
・
上
早
川
１
区
）
の
チ
ー
ム

が
、
応
用
部
門
（
参
加
48
チ
ー
ム
）

で
優
勝
。
１
月
25
日
（
土
）・
26
日

（
日
）
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
野
く
ん
は
「
甲

佐
中
の
新
た
な
伝
統
を
築
く
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　12月18日（木）乙女小学校（岡本秀夫校長

113人）で「110番の日小学生体験学習会」が

開催され、同小児童などが参加しました。

　同会は、毎年１月10日の「110番の日」に

ちなんで、子どもたちに110番の正しい利用

法や通報時の注意点を学んでもらうことを目

的に、県警が実施。不審者に遭遇した想定で

実際に通報する模擬体験や、防犯に関するク

イズで、防犯に対する意識を高めました。

　淀川未夢さん（６年・上田口区）は「緊張

したけど体験できてよかった」と話しました。

ロボコン全国大会出場決定
甲佐中チームが九州大会で優勝

通報ルールを学ぼう　
乙女小で110番の日体験学習会を開催

▲110番通報して不審者の特徴を伝える模擬体験を実施

甲佐路を駆ける子どもたち  
第39回甲佐ロードレース大会に106人が出場

▲全４部門106人の参加者は、町生涯学習センター前をスタート。豊内地内
のコースを汗を流しながら一生懸命元気良く駆け抜けたロードレース大会

▼

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
作
戦
で
優
勝
を
飾
っ
た
甲
佐
中
チ
ー
ム

　
12
月
１
日
（
月
）
上
豊
内
区

（
赤
星
照
雄
区
長
99
世
帯
）
で
、

同
区
の
地
域
の
名
所
旧
跡
な
ど
を

紹
介
す
る
案
内
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
同
区
の
地
域
の
魅
力
を
町
内
外

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

魅
力
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
区

民
な
ど
が
名
所
や
史
跡
な
ど
を
紹

介
し
た
看
板
を
制
作
。「
や
な

場
」
な
ど
２
か
所
に
設
置
し
ま
し

た
。
赤
星
区
長
は
、「
予
想
以
上

に
立
派
な
看
板
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
」
と
完
成
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

　
同
区
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
と
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
「
こ
う
さ

ん
も
ん
元
気
活
動
推
進

モ
デ
ル
事
業
」
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、「
か

み
ど
い
！
ふ
る
さ
と
再

発
見
地
図
づ
く
り
」
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
５
月
か
ら
実
行

委
員
会
を
中
心
に
、
同

区
の
史
跡
な
ど
を
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る

「
上
豊
内
お
散
歩
マ
ッ

プ
」
も
制
作
。
こ
の
冬
、

同
マ
ッ
プ
を
眺
め
な
が

ら
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－1140（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

　（
Ｄ
Ｖ
）
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
配
偶
者
や
交
際
相
手

な
ど
身
近
な
関
係
で
起
こ
る
暴
力
の
こ

と
で
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
用
い
て
相
手

を
支
配
し
よ
う
と
す
る
行
為
の
こ
と
で

す
。
暴
力
は
、
殴
る
蹴
る
と
い
っ
た
身

体
的
暴
力
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
・
性

的
暴
力
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

�

●
こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・�

殴
ら
れ
る
・
蹴
ら
れ
る（
殴
る
・
蹴
る
）

・��

子
ど
も
へ
の
暴
力
を
ほ
の
め
か
さ
れ

る
（
ほ
の
め
か
す
）

・�「
出
て
行
け
」
や
「
口
答
え
す
る
な
」

な
ど
と
怒
鳴
ら
れ
る
（
怒
鳴
る
）

・�

付
き
合
い
や
外
出
を
制
限
さ
れ
る

（
制
限
す
る
）

・�

外
で
働
く
こ
と
を
禁
止
さ
れ
る
（
禁

止
す
る
）

・�

説
教
さ
れ
る
・
侮
辱
さ
れ
る
（
説
教

す
る
・
侮
辱
す
る
）

・�「
別
れ
る
と
殺
す
・
死
ぬ
」
な
ど
と

脅
さ
れ
る
（
脅
す
）

・�

携
帯
電
話
や
行
動
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
（
す
る
）

・�

中
絶
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
・
強
要
さ

れ
る

　
以
上
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
Ｄ
Ｖ

を
受
け
て
い
る
、
あ
る
い
は
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

�

●
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
含
む

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
い
か
な
る
理

由
が
あ
ろ
う
と
も
、
暴
力
を
ふ
る
っ
て

い
い
理
由
な
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
Ｄ
Ｖ
の
事
実
を
相
談
で
き
ず
精
神

的
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
で
相
談
窓
口
が
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
３
）

　
k

lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
４
１
）

　
k

lg
2
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

ドメスティックバイオレン
ス（DV）は人権侵害です

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

定
住
促
進
「
緑
町
分
譲
地
」

町総務課　TEL096－23４－１１４０（ 内線２２6）　　klg102@town.kosa.lg.jp

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－23４－１１１３（ 内線１０４）　klg206@town.kosa.lg.jp

■
国
民
年
金
は
支
え
合
い
の
制
度

　
国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と
き
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
の
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、
年
を
取
っ
た
と
き
や
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
20
〜
60
歳
の
人
が
加

入
し
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
の
で
安
定

し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯

に
渡
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
は
年
を
取
っ
た
と
き
の
老
齢
年

金
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
る
障
害
年
金

や
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（
子
の
あ
る
配
偶
者
や
子
）
が

受
け
取
れ
る
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度

�

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
人
は

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
者
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）
、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
す
。

�

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、
学
生
で
な

い
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
た
は
熊
本

東
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
４
）

　
k

lg
2
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・
熊
本
東
年
金
事
務
所

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３
　

新成人の皆さんへ
2 0歳から国民年金

国 民 年 金 に つ い て は 町 住 民 生 活 課 へ

■
「
緑
町
分
譲
地
」
の
10
区
画
中
の

　
う
ち
、
8
区
画
の
譲
受
人
が
決
定

　
町
で
は
、
地
域
の
活
性
化
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
て
住
宅
用
地

｢

緑
町
分

譲
地｣

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
分
譲

地
は
、
甲
佐
小
や
町
役
場
、
病
院
、
金

融
機
関
な
ど
に
近
く
、
主
要
な
道
路
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
住
宅
用
地
で
す
。

　
第
１
・
２
回
分
譲
募
集
で
は
、
10
区

画
中
８
区
画
の
譲
受
人
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
残
り
の
２
区
画
（
左
図
「
区
画
配
置

図
」
②
・
⑨
番
）
に
つ
い
て
、
第
３
回

分
譲
募
集
に
て
譲
受
人
を
決
定
し
ま

す
。

■
第
３
回
分
譲
募
集
は
１
月
９
日

　（
金
）
か
ら
受
付
開
始

　
１
月
９
日(

金)

か
ら
残
り
２
区
画

の
受
け
付
け
を
開
始
し
、
先
着
順
受
付

(

受
付
は
日
単
位)

に
よ
っ
て
譲
受
人

を
決
定
し
ま
す
。
受
付
開
始
日
よ
り
前

に
申
請
書
類
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、

受
付
日
は
開
始
日
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
６
）

　
k
lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

区画
番号 所在地 面　積 分譲価格

② 緑町 275 番地 26 259.34 平方㍍
（78.45 坪） 5,191 千円

⑨ 緑町 275 番地 33 271.37 平方㍍
（82.09 坪） 5,601 千円

■区画ごとの面積と分譲価格

※同日中に１区画に対して２人以上の応募があった場合は、後日抽選に　
　よって譲受人を決定します。
※２区画の譲受人が決定次第、募集を終了します。

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－１１１3（ 内線106・108）　klg106@town.kosa.lg.jp

■
70
歳
未
満
の
高
額
療
養
費
の
自
己

　
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
１
か
月
に

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
一

定
額
を
超
え
た
と
き
に
、
超
え
た
部
分

を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
支
給
す
る

制
度
で
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
、
70

歳
未
満
と
70
〜
74
歳
で
異
な
り
、
ま
た

所
得
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
か
ら
70
歳
未
満
の
人

の
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度

額
や
区
分
が
変
わ
り
ま
す
（
下
表
参

照
）。
な
お
、
70
〜
74
歳
の
限
度
額
に

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

�

●
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
に
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
が
、

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
町
住
民
生
活
課
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
領
収
書

・
印
か
ん

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

　
行
以
外
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
・
１
０
８
）

　
k

lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

区分 年３回目まで 年４回目以降

ア．基準総所得額
　　901 万円超 252,600 円＋（医療費 ‐ 842,000 円）×１㌫ 140,100 円

イ．基準総所得額
　　600 万円超〜 901 万円以下 167,400 円＋（医療費 ‐ 558,000 円）×１㌫ 93,000 円

ウ．基準総所得額
　　210 万円超〜 600 万円以下 80,100 円＋（医療費 ‐ 267,000 円）×１㌫ 44,400 円

エ．基準総所得額
　　210 万円以下 57,600 円 44,400 円

オ．住民税非課税 35,400 円 24,600 円

■平成 27年１月からの 70歳未満の人の自己負担限度額（月額）※基準総所得金額＝前年の総所得金額等-基礎控除 33 万円
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp

望まない職場で憂うつな日々を

送るＯＬの直美。夫のひどい暴

力に耐える専業主婦の加奈子。

30歳を目前にして、受け入れ

がたい現実に追いつめられた２

人が下した究極の選択…。「いっ

そ２人で殺そうか、あんたの旦

那」。共感してしまったらもう

抜け出せない、ドキドキの連続

で息が詰まるようなスリルを味

わえるおすすめの１冊です。

幻冬舎

小説

泥沼の日常を抜け出し新たな人生へ
奥田 英朗著 /『ナオミとカナコ』 

食べ物の好き嫌いのある子におすすめ
塚本 やすし作 /『やきざかなののろい』

50年の「熱い思い」を未来へ届ける
行吉 正一著 /『東京オリンピックと新幹線』

終戦からわずか19年の1964年、

奇跡の復興を成し遂げた日本は、

その証として東京オリンピッ

ク・パラリンピックを開催、東

海道新幹線の開業を実現させ、

世界中の人々を驚かせた。50

年後の今こそ、先人たちの「熱

い思い」を未来へつなげる。貴

重資料をはじめ、写真や新聞な

ど約450点収録。当時の感動秘

話やこぼれ話なども楽しめます。

青幻社

娯楽・教養

映画にもなったベストセラー

『ペコロスの母に会いに行く』

第２弾。長崎を舞台に、認知症

の91歳の母の「今」と「昔」を

64歳の息子が漫画で描く。笑い

あり涙ありの介護というところ

は前作同様ですが、今作は母・

みつえさんの「人生」と「死」

を描いています。淡々と描かれ

ていますが、深い愛情と感謝の

気持ちが詰まった１冊です。

朝日新聞出版

一般書

認知症の母への深い愛情が伝わる
岡野 雄一著 /『ペコロスの母の玉手箱』

やきざかながきらいな男の子が、

夕食のやきざかなを食べ散らか

して食べたふり。これはよくな

い。そんなことするとやきざか

なが、お風呂にも、寝床にも、

外にも、どこでもついてきて、

「きらわないでくれー」という

のです。やきざかなののろいは

こわい…。すききらいのある子

もない子も読んでもらいたい、

おもしろい食育の絵本です。

ポプラ社

児童書

　　　日、「この本はなかなか面
　　　白かったですよ」と人に
すすめました。本当は「この本、
すごい本ですよ！」と熱く語り
たかったのですが、そこをぐっ
と我慢して。
　この本に描かれているのは、
社会の闇、人間の心の闇、弱さ、
甘さ、醜さ、悲しさです。
　平凡な１人の女が不幸の坂を
転がり落ちていき、真っ暗な闇

に捕まって、
周りが見え
なくなり、
自分をも見
失い、さら
に深い闇に
向かって落
ちていきま
す。読んで

いて気分の良いはずもなく、や
りきれなさに苛まれ、疲弊して
しまいます。
　しかし、圧倒的なリアリズム
に引き込まれ、ページをめくる
手を止めることができませんで
した。そして、たどり着いた衝
撃の真実に打ちのめされました。
最後のページに描かれている美
しい光景には、不思議なことに
解放感と救いがあり、私は湧き
上がる色々な感情を整理できず

混乱しながらも、深い余韻を味
わいました。
　そして、静かに本を閉じ、何
気なく見た表紙に、息を飲みま
した。
　そこには主人公の命の「絶叫」
があったから。
　本当にすごい本です。興味のあ
る人は、覚悟してお読みください。

先 R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『絶叫』（葉真中 顕著）

村上 律子さん

〔緑町区〕

涙、感動、驚き、どんな言葉も足りな
い１人の女の壮絶な物語。保険金殺人
のからくり、孤独死の謎…。ラストま
で息もつけない圧巻のミステリー。

今月の案内人

　
11
月
12
日
（
水
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
大
学
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
岡
村
泰
さ
ん
（
Ｋ
Ｋ

大
成
財
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
相

談
員
）
が
「
老
後
の
不
安
を
解

消
す
る
相
続
や
終
活
に
つ
い

て
」
の
演
題
で
講
演
を
行
い
、

相
続
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い

て
受
講
者
15
人
に
説
明
し
ま
し

た
。

　
相
続
財
産
は
、
現
金
や
預
貯

金
、
家
や
土
地
な
ど
の
す
べ
て

の
財
産
で
、
相
続
す
る
場
合
は

死
亡
後
10
か
月
以
内
に
税
務
署

に
申
告
し
相
続
税
を
納
税
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
相
続
税

の
基
礎
控
除
が
平
成
27
年
度
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
や
生

前

贈

与

の

場

合
、

年

間

１
１
０
万
円
以
上
は
贈
与
税
が

掛
か
る
な
ど
、
た
め
に
な
る
話

に
、
参
加
者
は
「
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
12
月
９
日(

火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
公
民
館
主
催

講
座
「
第
３
回
絵
手
紙
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
野
口
由
美
子
先
生

（
宇
城
市
）
の
指
導
の
下
、
年

賀
状
を
作
成
。「
下
手
で
い
い
、

下
手
が
い
い
」
の
絵
手
紙
を
、

お
正
月
ら
し
い
モ
チ
ー
フ
と
し

て
お
多
福
の
面
や
愛
嬌
の
あ
る

ひ
ょ
っ
と
こ
、
来
年
の
干
支
で

あ
る
羊
の
置
物
な
ど
、
受
講
生

が
持
ち
寄
っ
た
柚
子
や
ミ
カ
ン

な
ど
を
は
が
き
い
っ
ぱ
い
に

ゆ
っ
く
り
と
筆
を
進
ま
せ
大
胆

に
描
き
ま
し
た
。

　
顔
彩
で
色
付
け
を
す
る
と
、

贈
る
人
へ
心
の
こ
も
っ
た
豊
か

な
絵
手
紙
が
完
成
し
、「
年
始

の
あ
い
さ
つ
の
準
備
が
で
き

た
」
と
参
加
者
は
喜
び
ま
し
た
。

絵
手
紙
の
年
賀
状
づ
く
り

▼

主
催
講
座
・
絵
手
紙
教
室

▲講師の野口さんの指導の下、

絵手紙の年賀状を描く参加者

▲

公民館主催講座のご案内

　「町民大学」植木市見学

●開催日時　１月27日（火）午前

　９時30分〜午後３時

●集合場所　町生涯学習センター

●行き先　県農業公園（合志市）

●参加費　無料（昼食は各自負担）

●定員　50人程度

●申込開始日　１月７日（水）

　「たこあげ大会」

●開催日時　１月17日（土）

　　　　　　午前10時〜

●会場　中甲橋グリーンパーク

※各自たこを持参してください。

※雨天の場合は中止となります。

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

平成 26 年度甲佐町「人権週間」

●人権について町全体で考える

　12 月４日（木）〜 10 日（水）、

平成 26 年度甲佐町「人権週間」が

実施されました。

　同週間は、甲佐町「人権週間」実

行委員会（豊永康法会長）、町、町

教育委員会が主催。同和問題などの

あらゆる人権問題の解決や基本的人

権の尊重、町民の人権意識の普及と

高揚を目的に、毎年実施しています。

　期間中は、特設人権（法律）相談

の開設、街頭や企業訪問における人

権啓発広報活動の実施、書道や標語

など人権作品の展示などが行われま

した。

　同週間のメイン行事として、12

月６日（土）町生涯学習センターで、

第32回甲佐町「人権週間」町民集

会を開催。約170人が参加し、町内

の児童・生徒による人権作文や体験

活動の発表などがありました。

　人権講演会では、人権バンド「ゆ

う」のメンバーである講師の飯開輝

久雄さんが「ほら、あなたのそばに

人権を考えるきっかけが…」という

演題で歌などを交えた講演を行い、

集会の後には人権パレードも行って、

人権意識を高めました。

◀
町
民
集
会
で
講
演
す
る
飯
開
さ
ん

相
続
や
終
活
を
考
え
る

▼

町
民
大
学
・
講
演
会

▲相続などについて分かりやす

く説明する講師の岡村さん
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年
末
年
始
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
忘
年
会
・
新
年
会

シ
ー
ズ
ン
、
美
味
し
い
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
も
飲
ん
で
、
明
日
も
飲
ん
で
、
休

ま
ず
明
後
日
も
飲
ん
で
…
。
気
掛
か
り

な
の
は
、
飲
酒
運
転
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の
肝
臓
が
心
配
で
す
。

今
月
号
は
臓
器
の
中
で
も
静
か
に

せ
っ
せ
と
が
ん
ば
る
働
き
者
の「
肝
臓
」

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖
た
く
さ
ん
の
働
き
を
持
つ
肝
臓

　
皆
さ
ん
は
、「
肝
臓
」
が
ど
ん
な
働

き
を
し
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。
肝

臓
は
、
重
さ
が
１
〜
１
・
５
㌔
も
あ
る

人
体
で
最
大
の
臓
器
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
主

要
な
機
能
の
４
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶
代
謝
機
能

　
食
事
で
取
っ
た
食
べ
物
を
、
体
内
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
作
り
変
え
る
働
き

（
こ
れ
を
代
謝
と
い
い
ま
す
）
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

❷
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵

　
肝
臓
内
に
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
を
貯
蓄

し
、
い
つ
で
も
補
給
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

❸
胆
汁
の
生
成

　
胆
汁
は
肝
臓
の
細
胞
で
生
成
さ
れ
、

脂
質
の
消
化
吸
収
を
助
け
る
役
割
や
身

体
に
不
要
な
物
質
を
排
せ
つ
す
る
役
割

な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。

❹
解
毒
作
用

　
身
体
に
有
害
な
物
質
を
分
解
し
て

「
解
毒
」
し
、
無
害
な
も
の
へ
処
理
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
（
ア
ル
コ
ー
ル
・

タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
に
よ
っ
て
生
じ
る

ア
ン
モ
ニ
ア
・
薬
・
食
品
添
加
物
な
ど
）。

　
今
回
は
、
肝
臓
の
は
た
ら
き
の
中
の

う
ち
、❹
の
「
解
毒
作
用
」
と
ア
ル
コ
ー

ル
の
関
係
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
説
明

し
ま
す
。

❖
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
は
肝
臓
に

　
負
担
が
掛
か
り
ま
す

　
肝
臓
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
に

は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
個

人
差
や
男
女
差
は
あ
る
も
の
の
、
純
ア

ル
コ
ー
ル
に
し
て
１
時
間
に
約
７
㌘
し

か
分
解
で
き
な
い
そ
う
で
す
。
で
は
、

具
体
的
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
時
間
の
例

　
缶
ビ
ー
ル
１
本
（
３
５
０
㍉
㍑
）
と

焼
酎
２
合
（
25
度
）
を
飲
ん
だ
と
き
、

分
解
に
掛
か
る
時
間
は
な
ん
と
約
12
・

３
時
間
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
も
う
１
つ
問
題
な
の

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
し
て
い
る

間
、
肝
臓
は
そ
の
働
き
を
優
先
す
る
た

め
、
他
の
働
き
が
後
回
し
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
糖
や
脂
肪
の
代
謝
が

後
回
し
に
な
る
と
、
高
血
糖
や
脂
質
異

常
を
引
き
起
こ
し
ま
す
し
、
そ
れ
が
脂

肪
肝
を
引
き
起
こ
し
、
肝
機
能
低
下
を

招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
肝
臓
の
酷
使
に
よ
り
肝
細
胞
が
破

壊
さ
れ
る
と
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
の
原

因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、「
毎
日

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
あ
な
た
」
の
肝
臓

は
働
き
っ
ぱ
な
し
で
す
。
そ
し
て
、
ま

だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
終
わ
っ
て
い

な
い
間
に
ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
…

な
ん
て
こ
と
も
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
肝

臓
は
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
い
ま
す
が
、

た
ま
に
は
休
息
も
必
要
で
す
。
週
に
１

日
で
も
休
肝
日
を
作
っ
て
肝
臓
を
休
ま

せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

❖
ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
っ

　
て
健
康
な
肝
臓
を
保
ち
ま
し
ょ
う

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
適
量
で
あ
れ
ば
身

体
に
良
い
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
身
体
に

も
肝
臓
に
も
優
し
い
量
の
お
酒
を
皆
さ

ん
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
に
掛
か
る
時
間

や
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
な
ど
に
興
味
の

あ
る
人
は
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
０
９
６-

２
３
５-

８
７
１
１

　
k

lg
1
1
3
@
tow
n
.k
osa
.lg
.jp

働
き
者
の
肝
臓
に
も
休
息
は
必
要

ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

肝臓 の話

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

  町総合保健福祉センター

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

今月の「あゆみだより」は

飲酒の機会が増えるこの時期、あ

なたの肝臓は弱っていませんか。

過度の飲酒は、働き者の肝臓も機

能が弱り、恐ろしい病気につなが

る可能性があります。健康のため

にも肝臓を休ませ、アルコールと

上手に付き合いましょう。

高倉 美保 保健師 

１・２月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　１月15日（木）　午前９時

　　２月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　１月15日（木）　午前10時

　　２月19日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　２月６日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　２月３日（火）　午後１時

　 ２歳児よい歯の健診

　　２月27日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　２月３日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　１月13日（火）　午後１時30分

森上 昇
しょうま

茉 くん（11か月）

　父・和明 さん　母・真紀 さん

　（芝原区）

　お兄ちゃんと一緒に

　　元気いっぱい遊んでます！

冨田 莉
り の あ

愛 ちゃん（10か月）

　父・真有 さん　母・歩美 さん

　（芝原区）

　カタカタだぁーいすき♡
　早く歩けるようになりたいな

入口 幸
ゆ き と

士 くん（３歳）

　　 瑛
あ き と

斗 くん（10か月）

　父・直幸 さん　母・伸子 さん

　（中早川区）

　元気いっぱい一緒に遊んでね♪

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

５日（月） 積み木遊び

７日（水） 散歩（七草遊び）

９日（金） カルタ遊び

14日（水） 誕生会参加（要予約）

16日（金） お絵かき遊び

19日（月） 戸外遊び

21日（水） ままごと遊び

23日（金） 製作遊び

26日（月） おやつ作り

28日（水） ブロック遊び

30日（金） 折り紙遊び

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

16日（金） アンパンマンの福笑い

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 325）　klg110@town.kosa.lg.jp

お問い合わせ先一覧

町内各地の通りや交差点には、

多くの地蔵尊 ( 地蔵菩薩 ) が奉ら

れています。今回のコラムでは、

由来の明らかな上早川にある ｢大

原の地蔵尊｣ を紹介します。

｢17 世紀の初め、ススキの草

原であった大原地域を開拓しよう

と、上大谷地域から守り神として、

大原地域に地蔵尊を勧請した。十

数年がたち村の基礎が出来たので

地蔵尊を元の上大谷地域に戻そう

としたが、地蔵尊が村人たちの守

りとしてこの地にとどまりたいと

拒み、大原の地蔵尊として鎮座す

ることになった。大正時代の初め

のある日、村人が地蔵尊の前を通

りかかった時、地蔵尊は音を立て

揺れ動いた。通り抜けようとする

と更に音はひどくなり、不思議に

思い自宅に戻ると、台所が火に包

まれていたという。あわや大火事

になるところを消しとめ大事に至

らず、以後大原地域では火災もな

く“火伏せ地蔵”ともいわれるよ

うになった」（地蔵堂内の記述から）

点在する地蔵や仏像、石碑に

はそれぞれに歴史があり、各地域

の由来と深く関わるものも多くあ

ります。みなさんの身の回りのあ

りふれた風景にも驚くような事実

が隠されているかもしれません。

甲佐町の文化財探訪　〜第 20 回〜

「大原の地蔵尊」 本田荘一 町文化財保護委員（上早川２区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

▶
上
早
川
に
あ
る
大
原
の
地
蔵
尊
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クリーンセンターへのごみ搬入量（11月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 185,140 △16,170 920

資 源 ご み 25,060 2,830 6,070

粗 大 ご み 6,130 1,770 2,410

合 計 216,330 △11,570 9,400

※単位・㌔ 

      environmental preservation doctor

町税などの滞納処分（11月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 １件

動 産 差 し 押 さ え １点

不 動 産 差 し 押 さ え ２件

交 付 要 求 １件

公 売 代 金 28,061円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 14 （△ 21）

死 者 ０ （△２）

傷 者 17 （△ 24）

12月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （△１）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△２）

合計件数 ０ （△３）

12月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

１月１日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

１月２日 甲 佐 眼 科 TEL096-235-5600

１月３日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

１月４日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

１月11日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

１月18日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

１月25日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111

　
告
期
間
前
で
も
熊
本
東
税
務
署

　
に
提
出
で
き
ま
す
。

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
５
）

　
k

lg
1
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

・
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

　
感
染
性
胃
腸
炎
は
、
例
年
12
月

の
中
旬
ご
ろ
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
中
旬

か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
急
増
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

下
痢
、
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が
出

ま
す
。
通
常
１
〜
２
日
で
回
復
し

ま
す
が
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、

脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り
、
吐
い

た
物
を
気
管
に
詰
ま
ら
せ
肺
炎
を

起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
食
事
の
前
や
お
う
吐
物
の
処
理

後
に
は
必
ず
手
を
洗
う
、
加
熱
が

必
要
な
食
品
は
し
っ
か
り
加
熱
す

る
、
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
消
毒

す
る
な
ど
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　
k

lg
1
1
3
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

・
岩
永
　
博
美
様
　
栃
木
県

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
１
名
様

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
４
２
０，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
12
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
町

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
資
格

要
件
を
備
え
て
い
る
人
の
申
請
に

基
づ
き
、
資
格
を
調
査
し
た
上
で

作
成
し
ま
す
。

　
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と
、
そ

の
後
１
年
間
に
わ
た
り
町
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
に
お
い
て
投
票
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
資
格
要
件

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

①
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

　
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
人

②
次
の
ア
〜
ウ
に
該
当
す
る
人

ア
10
㌃
以
上
の
耕
作
の
業
務
を
営

　
む
人

イ
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居

　
の
親
族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

ウ
10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き
、
耕

　
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

　
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株

　
主
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
人
で

　
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

　
事
し
て
い
る
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　（
町
総
務
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
３
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

・
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
産

　
業
振
興
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
２
）

　
k

lg
2
0
7
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　
現
在
使
用
し
て
い
る
御
船
町
甲

佐
町
衛
生
施
設
組
合
火
葬
場
「
妙

見
苑
」（
御
船
町
）
は
、
施
設
の

耐
用
年
数
の
経
過
に
よ
り
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）
を
も
っ
て
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
４
月
１
日
（
水
）
以

降
は
、
美
里
町
の
「
寂
静
の
里
」

を
使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
施
設
名

　
寂
静
の
里
（
美
里
町
）

▼
予
約
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
火
葬
料
金

・
12
歳
以
上
　
１
０，

０
０
０
円

・
12
歳
未
満
　
８，

０
０
０
円

・
死
産
児
　
　
６，

０
０
０
円

▼
連
絡
先

　
TEL
０
９
６
４
‐
４
６
‐
４
０
６
３

※
火
葬
の
手
続
き
は
、
従
来
と
同

　
様
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

　（
内
線
２
５
１
）

　
k

lg
2
1
0
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

・
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
６
８
８

　
町
で
は
、
平
成
27
年
２
月
16
日

（
月
）
か
ら
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
申

告
に
必
要
な
書
類
な
ど
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
必
要
書
類

●
収
入
を
証
明
で
き
る
も
の

　
給
与
所
得
や
公
的
年
金
の
あ
る

　
人
は
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

　
証
明
書
、
事
業
所
得
の
あ
る
人

　
は
、
必
ず
収
支
内
訳
書
を
作
成

　
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
個
人
で
事

　
業
な
ど
を
行
う
す
べ
て
の
人

　
は
、
記
帳
と
帳
簿
の
保
存
が
必

　
要
で
す
。

●
所
得
か
ら
控
除
す
る
額
を
確
認

　
で
き
る
も
の

　
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険

　
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

　
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険

　
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払

　
証
明
書
な
ど

▼
申
告
期
間

　
平
成
27
年
２
月
16
日(

月)

〜

３
月
16
日
（
月
）

　
詳
し
い
行
政
区
単
位
の
日
程
は

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
還
付
の
た
め
の
申
告
書
は
、
申

ｉ
お
知
ら
せ

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
録
申
請
を
忘
れ
ず
に

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
か
ら
火
葬
場
が

「
寂
静
の
里
」
に
変
わ
り
ま
す
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Monthly Information Monthly Information

▼
研
修
コ
ー
ス

・
プ
ロ
養
成
コ
ー
ス

・
実
践
農
業
コ
ー
ス

・
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス

▼
応
募
資
格

　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
63

歳
以
下
の
人

▼
申
込
期
限

　
平
成
27
年
２
月
６
日
（
金
）

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
し
い

こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
農
業
大
学

　
TEL
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６
０
０

　
県
で
は
、
県
税
・
市
町
村
税
の

滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
家

電
・
雑
貨
な
ど
を
公
売
す
る
県
央

地
区
合
同
公
売
会
を
平
成
27
年
１

月
17
日
（
土
）
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
　
開
場

▼
会
場

　
熊
本
総
合
庁
舎
（
熊
本
市
）

▼
入
札
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
購
入
代
金

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

　
免
許
書
な
ど
）

※
入
札
者
が
未
成
年
の
場
合
は
保

　
護
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
３
）

　
k

lg
2
0
3
@
to
w
n
.k
o
sa.lg

.jp

　
URLh

ttp://w
w
w
.tow
n
.kosa.

　
　 ku
m
am
oto.jp/

・
県
央
広
域
本
部

　
TEL
０
９
６
‐
３
２
５
‐
３
０
０
１

　
URLhttp://w

w
w
.pref.ku

m
am
oto.

　
　 jp/

　
１
月
10
日
（
土
）
は
、
１
１
０
番

の
日
で
す
。
１
１
０
番
は
、
緊
急
通

報
専
用
電
話
で
す
。
１
１
０
番
通
報

す
る
際
は
、「
何
が
あ
っ
た
の
か
（
事

件
か
、
事
故
か
）、「
い
つ
（
今
か
、

何
時
ご
ろ
か
）」、「
ど
こ
で
（
○
○

町
の
△
△
で
）」、「
犯
人
の
人
相
、

着
衣
、
逃
走
方
向
、
車
」、「
被
害
の

状
況
、
被
害
品
」、「
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
」
な
ど
を
、
落
ち

着
い
て
係
員
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
１
１

０
番
通
報
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①�

必
ず
止
ま
っ
て
か
ら
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
徒
歩
で
も
、
移
動
し
な

が
ら
の
通
話
は
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

②�

通
報
場
所
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
県
境
付
近
で
は
、
隣
県
警

察
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③�

通
話
終
了
後
は
、
し
ば
ら
く
電
源

を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
１
１

０
番
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
不
明
な
点

を
お
尋
ね
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
事
件
・
事
故
以
外
の
用
件
は
、

管
轄
の
警
察
署
や
交
番
・
駐
在
所
、

警
察
相
談
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
緊
急
事
件
・
事
故
以
外
の
ご
相

　
談
先

○
管
轄
の
警
察
署
・
駐
在
所

・
御
船
警
察
署

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

・
甲
佐
駐
在
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
２
１

・
白
旗
駐
在
所

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
７
７
５

○
警
察
相
談
電
話

　
TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
９
１
１
０

　
TEL
♯
９
１
１
０

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
　

　（
御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
㈶
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農

業
経
営
を
縮
小
す
る
人
な
ど
か
ら

農
地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農
家

な
ど
に
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。

　
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
る

た
め
に
は
、
機
構
の
「
借
受
け
希

望
者
の
募
集
」
に
あ
ら
か
じ
め
応

募
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
〜

２
月
３
日
（
火
）

　
募
集
内
容
や
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
、
各
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
の

窓
口
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
公
社

　
TEL
０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
２
３
４

　
県
立
農
業
大
学
で
は
、
新
た
に

農
業
を
始
め
る
人
を
対
象
に
、
平

成
27
年
度
新
規
就
農
支
援
研
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
研
修
実
施
期
間

　
平
成
27
年
４
月
上
旬
〜
12
月
11

日
（
金
）

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～１月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

１月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

甲佐中体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

●卓球

町生涯学習センター

水・金曜日　午後７時30分

第１・３土曜日　午後６時

●サッカー教室

緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐中グラウンド　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

甲佐中体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

甲佐中体育館　火曜日　午後７時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

農

地

中

間

管

理

機

構

農
地
の
借
受
希
望
者
募
集
中

●新成人を祝う

▼期間　平成27年１月７日（水）〜18日（日）

▼主催　甲佐町文化協会

柔道楽しいよ！

西本 月
る な

渚ちゃん

　　 昇
あ さ ひ

陽くん　
（仁田子区）

●お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

◀
12
月
の
展
示
会

　「
甲
佐
中
学
校
生
徒
の
作
品
」

柔道教室

ｒ
募
集

第６回子ども議会を開催

　 　

　11月25日（火）町議会議場
で甲佐中学校（加藤敬之校長
257人）の生徒16人が参加して，
第６回子ども議会が開催されま
した。
　中学生に本町の課題などにつ
いて考える機会を持ってもらう
ことを目的に、町が実施。参加
生徒の中から選出された田島典
伽さん（２年・津志田区）と宮
崎龍くん（２年・山出区）が交
代で議事を進行し、子どもの視
点で考える町の課題について、
町の活性化や通学路の整備など
の意見や提案が町執行部に出さ
れ質疑応答が行われました。

新
規
就
農
支
援
研
修
生
を

募

集

し

て

い

ま

す

甲佐町道路整備計画

Information

■町の道路整備の総合的な計画

　町では、骨格道路から生活道路まで広域的な関連性

を前提とした、効率的で透明性の高い道路整備事業の

推進を図るために「甲佐町道路整備計画」を平成21

年12月に策定しました。

　この計画は、本町の道路整備の総合的な計画として

基本的な指針となるもので、道路整備に関して客観的

で定量的な基準を策定し、町民の日常生活に必要な安

全性・利便性を確保するための道路整備を計画的に推

進していくことを目的としています。

　また、「どこに、どんな道路が、いつごろ必要か」

を具体的にするため、評価基準により「道路整備５カ

年計画」（平成22〜26年）を策定しました。

■計画と評価基準の見直し

　「計画」の策定期間が平成26年度で終了することに

伴い、計画全体についても見直し、改定しました。

【主な改正点】

・町道の評価基準の見直し

①道路整備の重要性を確認する「車や歩行者・自転車

　の通行に関する支障・危険性の判断」、「１日当たり

　の交通量」などの項目を追加。

②「財源」や「投資効果」などの項目の配点の見直し。

・農道の評価基準策定

　各地域で策定が進められている「人・農地プラン」

での具体的な位置付け、大規模化への取組計画や農産

物のブランド化・戦略作物等の作付計画の有無、国・

県の補助事業に採択可能かなどを重視。

・林道・作業道の評価基準策定

　本町での林道・作業道開設は、用地の無償提供で実

施のため、用地確保・協力体制に高配点を行い、補助

事業の採択基準に合致する延長や利用区域面積、投資

効果などを考慮。

・道路整備５カ年計画の策定

　見直し・策定を行った評価基準により、町道に骨格

道路４路線・生活道路６路線の合計10路線、農道に

３路線を登載。

　なお、「計画」については、地域の要望や実状、財

政状況や事業進捗状況などに応じて、適宜見直しを行

います。

●お問い合わせ先 町企画課 TEL096‐234‐1154（内線232） klg104@town.kosa.lg.jp

路線名 事業地（起点〜終点）

骨格道路

松ヶ崎妙見谷線 乙女橋〜糸田字日出来

山出県道線 県道御船甲佐線（元白旗第一）〜県道嘉島甲佐線

大町塔ノ木線 中早川橋〜広域農道

（仮称）乙女橋御船線 松ヶ崎妙見谷線〜御船

生活道路

上揚井戸江線 県道三本松甲佐線井戸江入口〜井戸江集落〜小鹿集落

西寒野打越線 西寒野字千才丸〜東寒野字尾北

仁田子古川線 大町公民館付近〜国道 443 号線

世持麻生原線 世持集落〜県道今吉野甲佐線

下知行幸野線 上早川字下知行地内

吉田県道線 吉田集落〜県道嘉島甲佐線

路線名 事業地（起点〜終点）

中山間地域
総合整備事業

東寒野農道 西寒野打越線〜西寒野尾北線

上早川農道 城平橋大谷線〜大原滝水線

船津集落道 県道今吉野甲佐線〜麻生原谷線

●「道路整備５カ年計画」一覧

【町道】

【農道】

ｅ
開
催

県
央
地
区
合
同
公
売
会
を

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）
開
催
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12月３日（水）放課後子ども教室「乙女小まつやま塾」で、くまモンと一緒に干し柿作りを体験する子どもたち

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

編

集

後

記

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　愛
犬
と
買
い
物
し
て
の
帰
り
道
ケ
イ
ト
ウ
の
花
分
け

て
頂
く�

赤
星
　
文
子

狭
き
庭
の
掃
き
上
げ
ら
れ
し
黒
肌
に
ダ
リ
ア
ひ
ら
ひ

ら
重
な
り
あ
え
り�

赤
星
　
延
子

隣
り
家
の
皇
帝
ダ
リ
ア
青
空
を
仰
ぐ
が
ご
と
く
わ
が

窓
に
見
ゆ�

塚
本
　
俊
子

木
の
葉
散
る
下
で
真
白
き
キ
ャ
ン
バ
ス
に
色
お
く
人

は
か
っ
て
の
少
女�

塚
原
　
暁
益

野
地
蔵
に
誰
手
向
け
し
か
コ
ス
モ
ス
は
彩
と
り
ど
り

に
笑
む
が
に
咲
け
り�

松
本
ぬ
い
子

紅
葉
の
あ
と
は
落
ち
葉
で
一
面
の
絨
毯
と
な
り
ま
た

楽
め
り�

緒
方
　
明
美

久
々
の
小
春
日
和
に
干
し
物
を
布
団
に
毛
布
大
根
ま

で
も�

上
村
や
す
美

晩
秋
の
軒
に
下
が
り
し
干
し
柿
は
小
じ
わ
寄
せ
つ
つ

甘
く
な
り
ゆ
く�

吉
永
由
紀
子

花
畑
の
ス
モ
モ
の
枝
の
ほ
こ
り
い
て
花
衰
え
て
ド
ク

ダ
ミ
ほ
こ
る�

上
村
　
か
ず

阿
蘇
山
も
「
噴
火
注
意
」
の
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
御
嶽
山

と
重
ね
て
見
お
り�

内
田
乃
武
子

終
了
の
チ
ャ
イ
ム
に
乗
り
て
校
庭
に
音
符
の
ご
と
く

児
ら
が
出
て
来
る�

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
友
達
」

打
ち
明
け
て
喜
び
会
え
る
友
が
い
る�

松
本
ぬ
い
子

賀
状
書
く
友
の
面
影
追
い
な
が
ら
　�

　
林
　
　
雅
之

友
達
が
揃
い
嬉
し
い
忘
年
会�

　
布
田
　
愛
子

病
む
友
に
自
慢
話
し
は
遠
慮
す
る�

　
清
川
み
ど
り

　
　
　「
好
き
」

好
き
好
き
と
孫
抱
き
締
め
る
祖
母
の
顔�

本
田
長
久
子

お
み
や
げ
で
旅
を
味
わ
う
酔
い
心
地�

伊
豆
野
ヤ
エ

未
来
よ
り
平
穏
無
事
な
今
日
が
好
き�

古
閑
チ
ヨ
ミ

酔
う
と
直
ぐ
踊
り
出
す
の
も
父
譲
り�

早
　
　
彦
喜

マ
シ
ュ
マ
ロ
が
好
き
な
男
で
敵
が
無
い�

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

今
年
こ
そ
　
お
帰
り
な
さ
い
め
ぐ
み
さ
ん�

広
田
み
ど
り

今
年
こ
そ
　
捧
げ
る
相
手
見
つ
け
な
ん�

下
山
　
千
恵

今
年
こ
そ
　
足
踏
ん
張
っ
て
元
気
良
く�

松
本
　
梅
香

今
年
こ
そ
　
む
か
ー
し
の
服
着
ろ
ご
た
る�

志
垣
　
　
光

今
年
こ
そ
　
老
人
会
に
入
ん
な
っ
せ�

佐
藤
　
　
葵

今
年
こ
そ
　
孫
は
嫁
っ
て
く
る
る
ど
か�

北
畑
　
公
美

今
年
こ
そ
　
今
年
こ
そ
は
で
暮
れ
と
な
る�

木
村
　
陽
菜

今
年
こ
そ
　
酒
の
力
で
プ
ロ
ポ
ー
ス�

布
田
か
ん
な

今
年
こ
そ
　
綺
麗
に
磨
く
窓
ガ
ラ
ス�

平
井
や
よ
い

今
年
こ
そ
　
遅
ま
き
乍
ら
貰
わ
ん
か�

長
原
　
産
賀

今
年
こ
そ
　
捜
し
当
て
た
い
産
み
の
親�

北
川
　
直
美

う
た
ご
よ
み
　
～ 

睦
月 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

作り方

①レンコンは３〜４㌢に切り、

傷を付けないように皮をむき

ましょう。

②レンコンの穴に沿って丸く切

り込みを入れて、花のように

し酢水に浸けます。

③鍋に、半分くらいの水と酢を

入れて火にかけます。②のレ

ンコンを入れ沸とうしたら、

弱火にして１〜２分ゆでて水

に取ります。粗熱がなくなっ

たらザルにとり、立てたまま

にして水気を切ります。

④明太子は薄皮を切り、中身を

しごき出して皿に取ります。

⑤レンコンの穴に明太子をトン

トンと叩きながら詰めます。

⑥３〜４㍉に切って並べて盛り

付ければ出来上がりです。

※レンコンは、両端を落として

中をのぞくと反対側が見える

ことから「先を見通す」縁起

物と言われるそうです。

　お正月には、縁起のいいレン

コンでお祝いしてはいかがで

しょう。

　　レンコンの１番の栄養分で

あるデンプンは、食べるとエネ

ルギーとなり体を温めます。

　また、ビタミンＣやビタミン

Ｂ12、食物繊維も豊富です。

そのため便通を良くし腸内の発

がん物質を排出してくれるので、

大腸がんや動脈硬化、高血圧な

どの予防に効果的な食品です。

　消炎・止血の作用もあるので

昔からぜんそくの発作止めとし

ても用いられていたそうですよ。

ご存知ですか？

材　料（４人分）

細めのレンコン ……10㌢くらい
明太子 …………………約１腹分
酢 ……………………………少量

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

世　持　志垣　蒼
そ う た

大　男　陽　水

下横田　志垣　那
な ち

智　女　太　一

横　田　田上　慶
けいりょう

了　男　真　了

有　安　舛岡　義
よ し ま さ

真　男　建　蔵

有　安　池上　絢
あ や か

香　女　直　樹

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,357 △４

女 5,953 △３

計 11,310 △７

世帯数 4,283 ４

平成26年11月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひ と の 動 き （敬称略）

11月11日（火）〜12月10日（水）

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　八代市　池田　教行

　　妻　中横田　本田ゆかり

　　夫　熊本市　松下　　忠

　　妻　早　川　山本多佳子

　　夫　世　持　岡崎　光祐

　　妻　宇城市　山形　　恵

　　夫　熊本市　村田　多聞

　　妻　中　山　大森　美紀

　　夫　田　口　松坂　有己

　　妻　横　田　西山　　結

　　夫　熊本市　木下　智之

　　妻　横　田　渡邉　麻美

　　夫　宇土市　坂本　寛之

　　妻　上早川　野仲　恵美

　　夫　嘉島町　緒方　智裕

　　妻　東寒野　井芹　亜美

［

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

田　口　東　　金次　95　正　己

豊　内　村上　敏幸　84　洋　一

上　揚　志土富榮毅　84　美佐子

上早川　山下　房子　104　捷　司

岩　下　渡邊　敬一　91　敬　美

田　口　竹村　享子　75　浩　二

上早川　野仲キミ子　90　精　市

豊　内　坂口　吉文　65　喜代子

津志田　池上　三雄　82　悌　子

横　田　田上ハル子　89　幸　一

［

［

［

［

［

［

［

おせちに「寒梅レンコン」

　
毎
年
１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の

日
」。
12
月
18
日
（
木
）
の
乙
女
小

学
校
「
１
１
０
番
の
日
体
験
学
習

会
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住

民
な
ど
が
通
報
か
ら
パ
ト
カ
ー
が
来

る
ま
で
を
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。

　
通
報
す
る
と
き
は
「
１
１
０
番
」

と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
実

際
に
通
報
し
た
こ
と
は
な
い
人
が
ほ

と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
初
め
て
通
報
す

る
と
き
は
緊
張
し
て
う
ま
く
話
せ
な

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
通
報
の
際
大
切
な
こ
と

が
ま
ず
落
ち
着
く
こ
と
。「
な
に
が
」、

「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」
起
こ
っ
た
の

か
を
し
っ
か
り
警
察
官
に
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
警

察
官
の
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
も
短

く
な
り
、
事
件
や
事
故
の
早
期
解
決

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
事
件
事
故
が
多
発

す
る
時
期
で
す
。
新
し
い
年
を
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
も
、
防
犯
に
は
特

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
　�

（
み
）
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こうさ広 報

　「
健
康
の
基
本
と
な
る
食
生
活
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
る
の
は
、
甲
佐
町

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
会
長

の
山
本
美
知
子
さ
ん
（
和
田
内
区
）。

　「
食
改
さ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
と
三
角

巾
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
推
進
員

は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
と
い
う
目
標
の
下
、
町

民
な
ど
の
健
康
を
目
指
し
て
約
20

人
で
活
動
。
お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー

に
で
き
る
レ
シ
ピ
を
考
え
、
食
育

の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
な
ど
を

通
し
て
健
康
的
な
食
事
を
地
域
に

発
信
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
毎

月
第
１
水
曜
日
に
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
に
集
ま
っ

て
、「
自
己
学
習
会
」
を
実
施
。
健

康
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
推
進
員
が
考

え
た
旬
の
食
材
を
使
っ
た
レ
シ
ピ

を
持
ち
寄
っ
て
推
進
員
同
士
で
意

見
を
出
し
合
い
、
よ
り
体
に
良
い

食
事
や
調
理
法
を
研
究
し
て
い
る
。

　
山
本
さ
ん
は
、「
推
進
員
同
士

と
て
も
仲
が
良
く
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
調
理
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
。
意
見
を
出
し
合
い
調
理
す

る
こ
と
で
ほ
か
の
家
庭
の
味
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
し
、
料
理
の
ベ

テ
ラ
ン
も
多
く
、
郷
土
料
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
料
理
の
幅
が
広
が
り
ま
す
」
と

会
の
魅
力
を
笑
顔
で
語
る
。「
ま

ず
は
、
自
分
の
健
康
や
家
族
の
健

康
を
守
り
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
、
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
同
会
で
は
、
バ
タ
ー
や
牛
乳
を

使
わ
な
い
甘
さ
控
え
め
で
食
べ
や

す
い
「
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
」
を
考

案
。
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
健

診
な
ど
で
広
く
町
民
に
紹
介
し
て

い
る
。
山
本
さ
ん
は
「
味
は
も
ち

ろ
ん
、
健
康
の
こ
と
を
第
一
に
考

え
た
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
ク
ッ
キ
ー

で
す
。
味
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
町
の
特
産
品
の
ニ
ラ
を

練
り
込
ん
だ
り
、
季
節
の
食
材
を

使
っ
た
り
し
た
も
の
を
考
案
し
て
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で

す
」
と
町
民
の
健
康
の
た
め
に
意

気
込
む
。

お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
レ
シ
ピ
で

食
の
大
切
さ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会長の山本さん（写真・中

央）を中心に推進員が協力し

てクッキーを考案。甘さ控え

めでヘルシーなのが売り。
〔甲佐町食生活改善推進員〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

山本 美知子さん
Yamamoto Michiko


